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 一般展示  

 児童展示  

直方市山部 301-1 開館時間 火～土 10:00～19:00／日・祝 10:00～17:00 ☎ 0949-25-2240 

展示中～12/25(火)まで 

会場：★ユメニティ小ホール、◆図書館２階、その他はおはなしコーナー 

1日(土)11時～ おはなし会（まほうの箱） 

8日(土)10時 30分～ ★映画上映「陽気な幽霊」92分（土曜シアター） 

   11時～ おはなし会（赤ずきん） 

   14時～ おはなし会（やまびこ会） 

11日(火)11時～ 乳幼児向けおはなし会（麦のこ） 

15日(土)10時 30分～ ★ブラックパネルシアター（なのはな教室） 

16日(日)10時～ ◆おもちゃ病院（受付13時まで） 

   14時 30分～ おはなし会（図書館職員） 

 

8日(火)11時～ 乳幼児向けおはなし会（麦のこ） 

12日(土)14時 30分～ おはなし会（赤ずきん） 

19日(土)11時～ おはなし会（まほうの箱） 

14時～ ★映画上映「ジュラシックワールド」124分 

（土曜シアター） 

20日(日)14時～ おはなし会（れろの会） 

27日(日)10時～ ◆おもちゃ病院（受付13時まで） 

   14時 30分～ おはなし会（図書館職員） 

 

 

図書館 HP Facebook  

は休館、太字は１７時閉館  
○は行事のある日です  

展示中～1/29(火)まで 

年末年始 休館のお知らせ 

12月 29日（土）～ 1月 3日（木） 

年末年始のため休館いたします。 

それに伴い、下記の期間中は資料の貸出点数、貸出期間を 

拡大いたします。 

（図書・雑誌）貸出期間 ３週間に拡大 

12月 11日（火）～ 28日（金） 

（視聴覚資料）貸出期間 ２週間に拡大 

12月 18日（火）～ 2８日（金） 

貸出点数は合計１５点まで 

（雑誌は５冊・視聴覚資料は１点まで） 

休館中の視聴覚資料〈ビデオ・DVD・CD等〉以外の 

返却は、本のポストをご利用ください。 



  

  

毎月、司書がひとつのテーマにそって 

本を紹介します。 

※【】は司書のペンネームです。 
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バスを待つ男 

    西村 健 著 Fニ 

無趣味だった元刑事がみつけた楽しみは、シルバー

パスを使って、都営のバスであちこち巡ること。元刑事

ならではの観察眼と、ミステリー好きで推理上手な妻の

助けで、日常の謎を解いていくバス旅ミステリーです。 

長年連れ添った夫婦のやりとりに穏やかな気持ちに

なる一冊です。 

【ｋｎ²】 

船乗りサッカレーの怖い話 

    クリス・プリーストリー 著 Ｋ933フ 

嵐の夜、兄妹が父の帰りを待っていると、ずぶぬれの

船乗りの男が雨宿りをさせてくれないかとやってきた。

雷鳴がとどろく中、見捨てるわけにはいかず、兄は男を

家に入れることにした。 

男は、「恩に着るよ･･･嵐がおさまるのを待つあいだ、

旅のとちゅうできいた話を二つ、三つ、きかせるというの

はどうだ？」と言い、静かに語り始めたが、それは子ども

には残酷な内容だった―。 

【ダック】 

春夏秋冬 暦のことば 

岡田 芳朗 著  449.8オ 

もうすぐ今年も終わろうとしている。 

年の瀬は忙しくて、慌ただしくて、先生だって落ち着い

てはいられない。だから「師走」なのだが、12 月のもう

一つの名前は「春待ち月」だ。 

古の人は、暮れゆく歳に春を想った。それは、幸せを

願うことでもあったろう。 

そんな暮らしに寄り添う本をお届けしたい。春から 

始まる。 

【キャラメル】 

おいしい待ち時間私の保存食 

 柳瀬 久美子 著  596ヤ 

本書はおいしい保存食の作り方が紹介されている 

レシピ本です。季節の恵みに触れる喜びや味わう楽し

みがあります。無理せず楽しい保存食作りです。特別な

事をしているわけではなく、作り続けてきたその中で 

考えついた工夫が詰まった目にも楽しいレシピです。 

【モコ】 

かあさんをまつふゆ 

  ジャクリーン・ウッドソン 文  E 933 ｳ  

戦時下のアメリカ。出稼ぎのために離れて暮らす母を

待つ娘、エイダ・ルースのおはなしです。 

長く寒い冬、おばあちゃんと猫と、大好きなお母さん

からの手紙を健気に待つエイダ・ルース。ついに届いた

手紙には…。美しい挿絵から、お母さんを想う娘の気持

ちがひしひしと伝わってきます。 

コルデコット賞銀賞受賞の、大人の方にも手に取って

いただきたい絵本です。 

【ｔｍ】 

筑紫万葉恋ひごころ 

上野 誠 著  911.1ウ 

「君が行く海辺の宿に霧立たば我が立ち嘆く息と 

知りませ」 

新羅の国に遣わされた夫の帰りを待つ妻の歌。奈良

時代、旅は命がけのものでした。立ち上る霧が妻や恋

人のため息だという、相手を思う切実な恋心が 1000

年の時を超えて伝わってきます。九州万葉の世界が鮮

やかによみがえる１冊。 

【Bee】 


